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Abstract Given are the results of observations for adult behavior, life cycle and natural enemies 
of Nymphalis xanthomelas japonica (Stichel) based on the 26-year field surveys chiefly made in 
Nagano Prefecture. The newly emerged adults seem to become either residents near habitats or 
migrants to the high altitude mountains. Residents seem usually to pass the mid-summer 
inactively in the suitable spaces. Migrants seem to return to the low to middle altitude places 
for hibernation, since the hibernated adults were not observed in the high mountains. A 
copulating pair was found in the end of March, and the flight manner in copula was confirmed 
as *— 9. +a” for the first time in Japan. Ovipositions were observed in April in low to 
middle altitude places to willows, elms and nettle trees. The larvae grow toward the end of May 
to June, and the adults emerged from June to the middle of July. The larvae were observed to 
be attacked by ten or more sparrows and two larvae were bitten by spiders. In one case, the 
parasitic flies escaped from 39 out of 53 pupae produced from the larvae in the field. 


Key words Nymphalis xanthomelas japonica, adult behavior, flight manner in copula, life 
cycle, natural enemies, Nagano Prefecture. 


は じ め に 


ヒ オ ド シ チ ョ ツウ Nymphalis xanthomelas japonica (Stichel, 1902) は 北海 道 か ら 九 州 まで 分 布 す る が , Tu 
州 と 四国 の 南部 で は 稀 と な り , 種子 島 ・ 屋 久 島 か ら 南 西 諸 島 に か け て は 分 布 し て いな い . 年 1 回 , 早 
いと ころ で は $ 月 下旬 か ら 発 生 、 遅 いと ころ で は 7 月 に 発生 し , 成虫 で 越冬 する . 今回 は 表題 (1) と 
UT, 本 種 を 1971 年 か ら 1996 年 まで の 26 年 間 に 長 野 県 内 (一 部 新潟 県 も 含む ) で 調査 し た 記録 を ま 
と め , 主 に 長野 県 に お ける 産卵 期 ・ 発 生 期 ・ 生 息 地 の 標高 ・ 発 生後 の 成虫 の 行動 ・ 吸 蜜 ・ 吸 水 HK 
敵 ・ 越 冬場 所 ・ 配 偶 行 動 ・ 越 夏 お よび 移動 に 関わ る 記録 と 考察 な ど に つい て 報告 する . また , その (②) 
LLT, その 後 の 調査 記録 と 文献 等 の 記録 を 総括 し , いずれ 報告 する 予定 で ちあ る. 種々 ご 教示 いた だ 
けれ ば 幸い で ある . な お , 本 文 の 一 部 は , 信州 昆虫 学会 第 7 回 大 会 (信州 大 学 , 1996) で 発表 し た . 





調査 記録 の まとめ 
調査 記録 の うち の 採集 お よび 観察 記録 に つい て を 調査 日 と 標高 別に し めし た の が Fig. 1 CHS. 実線 
と 破線 は 最も 高 標高 地 で 観察 し た 8 月 中 旬 を 頂点 に し て 引い て みた も の で ある . また , 調査 地点 を 


Fig.2 に まとめ た が , 26 年 間 に 長 野 県 の 木曽 郡 , 下伊那 郡 , MATH, 長野 市 の 各地 区 に 定住 し て 勤務 
し た の で , 県 内 東部 の 一 部 を 除き , ほぼ 県 下 全 域 で 調査 で きた こと に な る . また 新潟 県 の 標高 150 
450 m の 地 で も 数 回 ほど 調査 し て いる . 以上 の 調査 か ら 分 か る こと を まとめ る と 次 の よう に な る . 


1. 越冬 個体 が 姿 を 見 せる の は 低 標 高地 ほど 早く , 標高 120-200 m で は 早い も の で 2 月 下旬 か ら 5H 
上 旬 こ ろ , 標高 500-1.000 m で は 4 月 中 が 多く , 標高 1.000-1.400 m で は 4 月 下旬 か ら 6 月 中 旬 に 見 ら 
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Fig. 1. Dates and altitudes of observations in Nymphalis xanthomelas japonica (@: hibernated 
adults, €: adults, O : larva-prepupa, — oviposition). 


れる . し か し , 標高 1400 m 以上 の 高 標高 地 で は , 調査 回 数 が 少な いこ と も ある が , 現在 の と ころ 越 
冬 個 体 を 観察 し た こと が な い . 越冬 個体 は か な り 破 損し た り 色 あせ て 黒 化し て いる も の が 多い が , 中 
に は ほとん ど 破 損 せ ず 色 彩 も 鮮明 な 個体 が よく 見 られ る . この 違い は , 後述 の よう に 越冬 場所 の 相違 
に よる も の と 思わ れる . 

2. 越冬 個体 に よる 産卵 時 期 は 標高 に よっ て も 異な る が , 標高 400-1.000 m の 場所 で 3 月 下旬 か ら 4 
月 下旬 ころ で ある . 具体 的 に は 泰阜 村 我 科 (標高 380 m) で 199$ 年 4 月 1 日, 泰阜 村 栃 城 (標高 800 
m) で 1979 年 4 月 15 日 , 松代 町 豊栄 (標高 000 m) で 1995 年 4 月 29 日 な ど で 産 卵 を 観 窪 し て いる . 
3. 卵 か ら 前 踏ま で は 標高 400-1,200m の 地 で 3 月 下旬 か ら 6 月 下旬 に か け て 観察 し て いる . 


4. 当年 に 羽化 し た 個体 は 標高 400-3.032 m の 場所 で 6 月 上 旬 か ら 10 月 上 旬 , 標高 1.500-2.000 m OH 
所 で 6 月 下旬 か ら 9 月 下旬 , また 標高 2.500-3.032 m の 高 標高 地 で 7 月 下旬 か ら 8 月 中 旬 に それ ぞ れ 
観察 し て いる . た だ し , その 観察 地 で 発生 し た と いう と と で は な い . 

観察 し た 若干 の 生態 記録 

1. 吸 窒 植 物 と 吸水 お よび 吸汗 行動 

これ まで の 観察 例 を まとめ る と Table 1 の よう に な る . 
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Fig.2. A map showing the observation places in Nagano Pref. (©: hibernated adults, e: 
adults, O: larva-prepupa, — oviposition). 


これ ら を まとめ る と , REP 20, 吸 汁 例 9 吸水 例 5 で ある . REBO S E 16 ø) (80%) が 越冬 個体 
(Fig. 6), 4 例 (20%) が 当年 の 発生 個体 (Fig. 27) "C, 圧倒 的 に 越冬 個体 の 例 が 多い . 越冬 個体 は 春 咲 
く 各種 植物 の 花 で 吸 蜜 し , 越冬 中 に 消耗 し た 体力 を 増強 し た り , 交尾 お よび 産卵 な どの 活動 の た め に 
エネ ルギー 補給 を する 必要 が ある わけ で ある . また , 当年 の 発生 個体 も エネ ルギー 補給 が 必要 で ある 
こと は も ちろ ん で ある が , REMY ROW, 発生 し て まもなく 暑 さ を 避け て 越 夏 を する た めか , 
比較 的 注 し い 場 所 で 樹液 (Fig. 242) や コン クリ ー ト で 吸汗 (Fig. 260)0 し て いる こと の 方 を 多く 観察 し て 
いる . また , 吸 汁 例 の うち $ 例 が クヌギ の 樹液 。 1 例 が シラ カン バ の 樹液 残り の 3 例 が コン クリ ー 
ト で ある . この うち シラ カン バ の 樹液 を 吸汗 し た 1 例 だ けが 越冬 個体 1.1%) T, 他 の 8 例 (88.9%) 
は すべ て 当年 の 発生 個体 で ある . 


越冬 個体 は 春 に 各種 の 花 が 咲い て いる た めか 16 例 (94.1%) 2380& 2R^C, 樹液 で は 1 例 (5.9%) OAT 
HA. 春の 越冬 個体 の 方 が 樹液 で の 観察 が 少な い の は , 夏 か ら 秋 に か け て より も 樹液 の 出 方 が 少な い 
か ら で あ る . また , 当年 の 発生 個体 で は , 樹液 (Figs 21,24) や コン クリ ー ト で の 吸汗 観察 例 が 8 Gil 
(66.7%) T, 花 で の 吸 蜜 例 も 4 例 (33.3%) ある . 


コン クリ ー ト で の 吸 汁 は 3 例 の すべ て が 当年 の 発生 個体 で ,. 夏 の 7 月 に 観察 し て いる . これ は ナ ト リ 
ウム イオ ン な どの 無機 塩類 の 補給 の た め と 考え られ , 気温 が 高い 季節 ほど その 補給 が 必要 な の だ と 思 
われ る . 


以上 の こと か ら 考 えて , 越冬 個体 は 主 に 春 咲く 各種 植物 の 花 で 吸 蜜 し , 当年 の 発生 個体 は 樹液 や コン 
クリ ー ト で 吸 汁 す る こと が 多い と 言え そう で ある . な お , 湿地 で の 吸水 は $ 例 観察 し て いる が , 越冬 


個体 (1 例 ) と 当年 の 発生 個体 (4 例 ) (Fig. 25) の 両方 で 観察 し て いる . 吸 蜜 や 吸 汁 活動 より も 観察 例 
が 少な い が , これ は 観察 例 が 少な いら だ け で , 実際 に は も っ と 行わ れ て いる も の と 思わ れる . 


2. 日 光 浴 と 占有 行動 
日 光 浴 と 占有 行動 の 観察 記録 を まとめ る と Table 2 の よう に な る . 


これ を まとめ る と , 日 光 浴 18 例 (Fig.12), 占有 行動 16 例 と な る . また , 両方 が 同時 に 観察 で きた の 
は 8 例 で , これ は 日 光 浴 の 約 44.4%, 占有 行動 の 約 50.0%% と な り , ほぼ 半数 は 同時 に 日 光 浴 と 占有 行 
動 が 行わ れ て いる こと に な る . 
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Table 1. Observations of nectaring, sap sucking and water absorbing of Nymphalis xantho- 
melas japonica. 














date/specimen(s) place plants, water absorbing, others 
1972. vii. 31. Mt Ontake-san (2,740), Phyllodoce nipponica 
1€ Kaida-mura 
1984. viii. 4. Higashiterao (380), sap of Quercus acutissima 
1$ Matsushiro-machi 
1986. iii. 30. Mt Minakami-yama (620), Veronica persica 
8 exs* Matsushiro-machi 
1986. iv. 2. Mt Minakami-yama (620), Veronica persica; water absorbing (wet 
5 exs* Matsushiro-machi ground) 
1986. iv. 3. Odatsuno-Shimizu (600), Veronica persica 
6 exs* Ikusaka-mura 
1986. iv.14. Iriyama- Uruga (600), Veronica persica 
2 exs* Ikusaka-mura 
1986. iv. 17. Gajina (380), Prunus sp. 
1 ex.* Yasuoka-mura, 
1990. iii. 20. Uematsu (410), Prunus mume 
1 ex.* Nagano-shi 
1991. vii. 29. Takatsubo (1,220), water absorbing (wet ground) 
] ex. Kaida-mura 
1993. vin. 2. Ooya-machi (420), sap of Quercus acutissima 
1 ex. Suzaka-shi 
1994. 11. 28. Kuwanei (500), Veronica persica 
1 ex.* Matsushiro-machi l 
1994. vi. 12. Miyazaki (400), Rhododendron (pink) 
] ex. Matsushiro-machi 
1994. vi. 13. Higashiterao (400), sap of Quercus acutissima 
5 exs Matsushiro-machi 
1994. vi. 14. Higashiterao (400), sap of Quercus acutissima 
7 exs Matsushiro-machi 
1994. vi. 15. Jizotoge (1,000), water absorbing 
4 exs Matsushiro-machi 
1994. vii. 10. Akashiba (600), sucking on concrete 
1 ex. Matsushiro-machi 
1995. iv. 29. Toyosaka (1,000), Salix sp. (white) 
10 or more exs* Matsushiro-machi 
1995. v. 6. Toyosaka (1,000). Stachyurus praecox 
4 exs* Matsushiro-machi 
1995. v. 13. Uruisawa (1,050), Pyrus sp. (white) 
3 .exs* Kaida-mura 
1995. vii. 9. Sho-chugakkou (810), Erigeron annuus 
] ex. Mitake-mura 
1995. vii. 23. Onobara (1,200), sucking on concrete 
3 exs Kaida-mura 
1995. vii. 23. Higesawa (1,150), sucking on concrete 
2 exs Kaida-mura 
1996. iv. 6. Tanoguchi (500), Veronica persica 
1 ex.* Shinko-cho 
1996. iv. 7. Mt Minakami-yama (620), Veronica persica 
5 exs* Matsushiro-machi 
1996. iv. 14. Mt Minakami-yama (620), Taraxacum hondoensis, Taraxacum officinale, 
8 exs* Matsushiro-machi Veronica persica 
1996. iv. 29. Toyosaka (1,000), Stachyurus praecox ; sap of Betula platyphylla 
6 exs* Matsushiro-machi 
1996. vi. 23. Higashiterao (400), sap of Quercus acutissima 
11 exs Matsushiro-machi 
1996. vi. 30. Shimauchi (580), water absorbing (wet ground); water bathing 
2 exs Matsumoto-shi (ford of stream) 
1996. vii. 31. Toyosaka (1,000), water absorbing (wet ground) 
2 exs Matsushiro-machi 
1996. vin. 8. Iizuna-kogen (1,000), Eupatorium sachalinense 
1 ex. Nagano-shi 





* : hibernating specimens 
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Fig.3. Mt Minakami-yama (620 m in alt.), Matsushiro-machi, Nagano-shi, one of the observa- 
tion places. 

Fig.4. Coppice of Mt Minakami-yama (27. iii. 1996). 

Figs 5-6 Hibernated adult of Nymphalis xanthomelas japonica (Mt Minakami-yama, 14. iv. 
1996). 5. Showing a territorial behavior on a gravestone near top of mountain. 6. 
Sucking nector of Taraxacum officinale Weber on a path along coppice. 


(1) 日 光 浴 

日 光 浴 18 例 の うち 7 例 ( 約 39%) は 吸 蜜 も 同時 に 観察 し て いる が , 占有 行動 16 例 の うち 同時 に 吸 密 
も 観察 で きた の は 2 例 ( 約 12.5%) の み で ある . 性 別 の 確認 が で き な い こと が 多い の で 断言 で き な い 
が , 上 古 有 行 動 に 限っ て は 〆 ア に の み 見 られ る 行動 と すれ ば , 占有 に よっ て 同種 の みや 他 種 が 飛来 する と 
追 飛 し て 追い 出し , 同種 キ が 飛来 する の を 待っ て 変 尾 を する な どの 配偶 行動 に 専念 し て いる た め と 思 
われ る . 


観察 場所 は 日 光 浴 18 例 の うち 山頂 や 稼 線 が 11 例 ( 約 612%), 平地 が 7 例 ( 約 39%) で 特に 大 差 は 見 ら 
れず , 両 地 で 行わ ん れ て いる こと が わか る . また , 観察 きれ る 時 期 や 越冬 個体 か 当年 の 発生 個体 か の 別 
で は , 2 月 か ら $ 月 まで が 13 例 ( 約 83%), 8 月 か ら 9 月 まで が 3 例 ( 約 17%), また , 2 月 か ら 3 月 ま 
で の 個体 は すべ て 越冬 個体 で あり , 春の 天候 (気温 ) が 安定 し な い 時 期 に 日 光 浴 を する こと が 多い と 
いえ る . また , 8 月 か ら 9 月 で も 当年 の 発生 個体 で 日 光 浴 は 見 られ る が , これ ら は いずれ も 気温 が 不 
安定 な 高山 帯 や 1.000 m 以上 の 山頂 な ど で 観 察し た も の で ある . いずれ の 場合 も , 成虫 が 活動 で きる 
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Table 2. Observations of sun bathing, territorial behavior and others of Nymphalis xantho- 
melas japonica. 


date/specimen(s) 


1990. ii. 22: 
1 ex.* 
1990. iii. 20. 
1 ex.* 
1993. iii. 23. 
2 exs* 
1996. iii. 24. 
2 exs* 
1996. ni. 27. 
5 exs* 
1986. iii. 30. 
8 exs* 
1995. iv. 2. 
2 exs* 
1986. iv. 3. 
6 exs* 
1993. iv. 4. 
1 ex.* 
1996. iv. 6. 
1 ex.* 
1996. iv. 7. 
5 exs* 
1995. iv. 8. 
2 exs* 
1986. iv. 12. 
4 exs* 


1996. iv. 14. 
f 8 exs* 


1995. iv. 18. 


1 ex.* 


199]. iv. 28. 


5 exs* 
1992. iv. 28. 
] ex.* 
1996. iv. 28. 
2 exs* 
1996. iv. 29. 
6 exs* 
1992. v. 3. 
2 exs* 
1984. v. 6. 
] ex.* 
1996. v. 25. 
] ex.* 
1994. vi. 13. 
1 ex. 


1992. vi. 18. 
] ex. 


1993. viii. 12. 


1 ex. 


1994. viii. 16. 


1 ex. 


1994. ix. 11. 
] ex. 

















place sun bathing, territorial behavior, others 
Uematsu (410), sun bathing 

Nagano-shi 

Uematsu (410), sun bathing, nectaring 

Nagano-shi 


Kuwanei (430), 
Matsushiro-machi : 
Mt Minakami-yama (620), 
Matsushiro-machi 

Mt Minakami-yama (620), 
Matsushiro-machi 

Mt Minakami-yama (620), 
Matsushiro-machi 
Nakago-mura (450), 
Niigata Pref. 
Odatsunotaira- 

Shimizu (600), Ikusaka-mura 
Mt Amakazari-san (780), 
Matsushiro-machi 
Tanoguchi (500), 
Shinko-cho 

Mt Minakami-yama (620), 
Matsushiro-machi 
Kubiki-mura (150), 
Niigata Pref. 

Mt Minakami-yama (620), 
Matsushiro-machi 

Mt Minakami-yama (620), 
Matsushiro-machi 








-Takano (730), 
: Shinko-cho 


Tógeyama-ryosen (1,400), 
Narakawa-mura 

Mt Asahi-yama (780), 
Nagano-shi 

Kubiki-mura (150), 
Niigata Pref. 
Toyosaka-ryosen (1,000), 
Matsushira-machi 
Tógeyama-ryosen (1,400), 
Kiso-mura 
Fukazawa-ryosen (400), 
Iiyama-shi 

Mt Zó-zan (475), 
Matsushiro-machi 

Mt Zó-zan (475), 
Matsushiro-machi 

Mt Zó-zan (475), 
Matsushiro-machi 

Mt Chogatake (2,664), 
Horigane-mura 

Mt Senjogakate (3,032), 
Hase-mura 
Tógeyama-ryosen (1,200), 
Narakawa-mura 


sun bathing 

sun bathing, territorial behavior 

sun bathing, territorial behavior, co-rotating flight, a 
couple in copula 

sun bathing, nectaring 

territorial behavior 

sun bathing, nectaring 

territorial behavior 

sun bathing, nectaring 

sun bathing, territorial behavior, co-rotating flight 
sun bathing, territorial behavior 

sun bathing, attracted to orange side light of car 
sun bathing, territorial behavior, nectaring 

sun bathing 

territorial behavior (chasing Luehdorfia puziloi) 
territorial behavior 

territorial behavior 

sun bathing, nectaring 

territorial behavior 

sun bathing 

territorial behavior 

territorial behavior 

territotial behavior 

territorial behavior 

sun bathing, territorial behavior (chasing Zophoessa 


callipteris) 
sun bathing 





*・ hibernating specimens 
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体温 まで 温度 を 上 げ る た め に 日 光 浴 を する の で ある . 


日 光 浴 を 観察 し た 標高 は , 100m 代 か ら 3,000m 代 ま で と 幅広 い が , この うち 当年 の 発生 個体 は 400 m 
代 2 例 , 1,200 m fÈ 1 fi, 2600m 代 1 例 , 3.000m 代 1 例 の 5 例 (27.8%) DAT, 残り の 13 例 
(72.2%) は 越冬 個体 で 。 100 m 代 か ら 1,400 m 代 で の も の で ある . 


(2) 占有 行動 


占有 行動 の 観察 場所 は , 16 例 の うち 14 例 ( 約 87.3%) JUADA 2 例 ( 約 12.5%) が 平地 で , 山 
頂 や 委 線 で 観察 する こと が 圧倒 的 に 多い . また , 月 別 で は 3 月 か ら 3 月 まで の 越冬 個体 に よる も の が 
11 例 ( 約 68.8%), 6 月 か ら 8 月 の 当年 発生 個体 に よる も の が 3$ 例 ( 約 31.3%) T, 越冬 個体 の 場合 が 
多い . 占有 行動 の 見 られ た 標高 で は , 越冬 個体 で は 100m 代 か ら 1.400 m 代 ま で の 11 例 ( 約 68.8%), 
当年 発生 個体 で は 400 m 代 か ら 3,000 m 代 ま で の 5 例 ( 約 31.396) で あっ た 


占有 行動 は の に 見 られ る 配偶 行動 の 一 部 で , 交尾 ペア を 観察 し て いる 越冬 個体 の みな ら ず , 少な いな 
が ら , まだ 交尾 ペア を 観察 し た こと が な い 当 年 の 発生 個体 も 山頂 や 機 線 で 行なう こと が ある . 


3. 配偶 行動 
交尾 ペア の 観察 記録 


本 種 の 交尾 ペア の 観察 記録 は 少な に い が , 越冬 個体 の 交尾 ペア に つい て は 1 例 の なみ で ある が , 次 の よう 
に 観察 し て いる GEN, 投稿 中 ) (Figs 7-11). 


観察 し た の は は 自宅 に 近い 長野 市 松代 町 皆 神山 の 山頂 付近 (標高 約 620 m) T, 1996 年 3 月 27 日 午後 
3 時 35 分 で ある . 山頂 一 帯 は , 桑畑 , 花畑 , 柿 畑 , 野菜 畑 , リン ゴ 園 。 コナ ラ や クヌギ を 主体 と する 
明る い 雑 森林 , カラ マツ 林 , ASR, ヒノ キ 林 , アカ マツ 杯 , 草原 , 墓地 , 神社 , ゴル フ 場 , 神主 の 
家屋 な どの 環境 と な っ て いる . 3 月 27 日 は 越冬 個体 の 行動 を 観察 し て いた が , 午後 3 時 を 過ぎ る ころ 
DS, これ まで 見 られ た の と 思わ れる 3 頭 が , 次 々 と 山頂 部 か ら 中 腹部 の 方 へ と 下り て いっ て 次 が 見 
られ な く な っ た . この た め , 明る い 環 境 の 雑木 林 や 山道 , 墓地 や 桑畑 の 周辺 を も う 一 度 回 っ て 歩い て 
いた と ころ , 午後 3 時 33 分, 墓地 の 周辺 部 に ある アカ マツ と 思わ れる 古い 切り 株 の 側面 の 地上 約 30 
cm の と ころ 止ま っ て いる 交尾 ペア を 1 組 発 見 し た (Figs 7-8). この 付近 は 当日 何 回 か 調査 し て お 
0, 約 1 時 間 前 に この 切り 株 に 腰 を 下ろ し て 観 塞 し て いた と き に は 見 られ な か っ た の で , 午後 2 時 30 
分 か ら 3 時 30 分 の 間 に 交 尾 が 行なわ れ た こと は 間違い な い . 交尾 ペア は じっと 止ま っ た まま で , UJ 
り 株 の 側面 に 上 下方 向 に 直線 状 に な っ て お り , 互い に 反対 方 向 を 向い た まま 交尾 を し て いた . ABE 
空 方 向 , そ 〒 が 地上 方 向 を 向い た か っ こう で , 両者 と も 両脚 を 切り 株 の 木 は だ に か け て 止ま っ て いた . 
写真 撮影 を し た 後 , 午後 4 時 10 分 , 故意 に 交尾 ペア に 指 で 軽く 触れ て 交尾 飛翔 形式 を 確か め よ うと 
し た が , ほとん ど 動 か な い の で , さら に 強く 指 で 触れ る と , 今度 は 約 30 cm 下 へ ポロ リ と 交尾 を し た 
まま 落下 し て し まっ た . 軽く 指 で 触れ て みる が 動か ず , 両脚 を 引っ 込め て 擬 死 し て いる よう に 見 えた . 
さら に だ 指 で 強く 触れ て みる と , よう や くそ が 冶 を パタ パタ 開閉 し , 交尾 を し た まま 少し 歩い た り 
(Fig.9) また 飛び 立 と うと する が 飛翔 で き な い よう で あっ た . 変 尾 し た まま の 〒 を 指 に 止ま ら せ て , 
再び も と の 切り 株 の 側面 に 止ま ら せ よ うと する と , 〆 が 脚 を か け て 上 側 に 止ま り , 了 そ は 脚 を 引っ 込め 
て 交尾 を し た まま , まっ た くに ぶら 下がっ て いた (Fig. 10). さら に , 〒s を 指 に 止ま ら せ て 側面 の 上 
側 に 止ま ら せ る と , その うち に 〒 が ゆっ くり と 北 を 開閉 させ て , 側面 の 下 側 に 少し 移動 し , 最初 と 同 
じ よ うに 〆 が 上 側 に 止ま る か っ こう に な っ た . FOB, 西 日 が 当たっ て 体温 が 上 が っ た た めか , FD 
次 を 開 開 させ て 少し 歩い た か と 思っ た ら (Fig.11), 午後 4 時 12 分 に 交尾 を し た まま ー そ + の 飛翔 
形式 で 急 に 飛び 立ち , 地上 約 1m 位 を 敏速 か つ ほ ぼ 一 直線 状 に 飛翔 し , 墓地 と 桑畑 の 境界 線上 を 約 
80-90 m,。 ほ ぼ 東 方 向 へ いっ き に 飛翔 し , 桑畑 の クワ の 木の下 側 付近 に 止ま っ た . 接近 し て 写真 撮影 
を 試み よう と し た が , 驚い て すぐ に 再び 一 キ 二 の 飛 翔 形式 で 約 20 m 飛翔 し た と ころ で , その まま 
見 失っ て し まっ た . 午後 4 時 30 分 で 観察 を 終了 し た こと に な る が , この 時 点 で の 観察 開始 か ら の 交 
尾 継続 時 間 は 75 分 で ある . 〆 の 方 が そよ り も いく ぶん 小 き く , の 前 次 端 は 少し 破損 し て いた が , 
+ の 方 は ほとん ど 破 損 も な く , 表面 の 斑紋 も 新鮮 で 美しかっ た . 


交尾 成立 まで の 行動 を 観察 し た こと は な い が , の は 時 に 椿 色 を し た 車 の 車 幅 灯 に 飛来 し て , し ば らく 
その 場 を 離れ な いこ と を 1986 年 4 月 12 日 と 199646 月 23 日 に 松代 町 皆 神 山 山頂 で 観察 し て いる こ 
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Figs 7-11. A copulating pair of Nymphalis xanthomelas japonica (near top of Mt Minakami- 
yama, Matsushiro-machi, 27. iii. 1996). 7-8. Resting on a side of a stamp near a 
graveyard (upside: 5^, downside: 千 ). 9. Death mimicry, probably accidental. 
When the author strongly touched the coupling pair with his fingers, the couple dropped 
in keeping copulation and feigned death by folding their legs. When touched by fingers, 
the couple walked a little. 10. When the author rested the couple on the side of stamp, 
the female folded her legs and hung on to the male. 11. After Fig. 10, the female walked 
a little with her wings opening and closing, and just after this photograph (Fig. 11), the 
couple flew in a manner of *— $9 + o^". 


と か ら 考 えて , mECEOZoXmot BE) で 本 種 で あろ うこ と , 接近 接触 し て 本 種 お よび 本 種 
の そそ で ある こと を 確認 する と 思わ れる . 変 尾 中 の ペア は 直 を 閉じ て じっと 静止 し , 強い 刺激 に 対し て 
は , 時 に 落下 し て 擬 死 する こと さえ ある が , 日 光 浴 や が 単独 で 占有 行動 を と っ て いる と き に は 非常 
に 敏感 で ある こと と は 正反対 で ある . 交尾 中 は 無防備 で 逃げ ずら いた め に , 天敵 類 に 対す る 戦略 と し 
T, 動か な いこ と に よっ て 目立ち に くい 裏面 の 斑 模 様 を 周囲 の 環境 に 溶け 込ま せ , 天敵 類 に みつ けら 
れ に くい よう に し て いる と 思わ れる . 


4. 成虫 の 越冬 場所 
成虫 の 越冬 場所 に つい て は 不明 な こと が 多い . 越冬 場所 と 思わ れる 観察 例 は 次 の 通り で ある . 
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Fig.12. A hibernated adult of Nymphalis xanthomelas japonica bathing in a sun opening its 
wings on fallen leaves of coppice. This specimen went in and out below the fallen leaves 
after PM3 o'clock (Mt Minakami-yama, 600 m, Matsushiro-machi, 27. iii. 1996). 

Fig. 13. A space below ground on shady slope. An adult of Nymphalis xanthomelas japon- 
ica in mid-summer flew slowly and intended to go into this space after sucking on 
Eupatorium sachalinense Makino nearby (Jizuna-kogen, 1,000 m, Nagano-shi, 8. viii. 
1996). 

Fig.14. A space below ground. An adult of Nymphalis xanthomelas japonica in late autumn 
went in and out this space on a worm day, and did not come out after PM2 o'clock 
(Hiyoshi-mura, Kiso-gun, 10. x. 1993). 
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10 星川 憲男 
(1) 松本 市 今井 (標高 約 660 m) 1979 年 2 H 24 日 , 雨 (星川 1979) 


実家 の 離れ 二階 の 物置 部 屋 で , 午前 6 時 30 分 ころ , 部 屋内 の 障子 戸 に 止ま っ て いる と ころ を 採集 し 
7z. ; 


(2) 木曽 郡 日 義村 砂 ヶ 瀬 (標高 約 1,150 m) 1993 年 10 月 10 H, 快晴 (Fig. 14) 


観察 地 は 南 向き の 日 当り が よく 日 だ まり に な っ て いる 温か い 場 所 で ある . この 場所 は 山道 沿い に 高き 
が 10m ほど ある ほぼ 直角 に 近い 岩 壁 地 で , 岩 壁 の 上 部 は 雑木 林 と な っ て お り , 山道 の 南側 は 急 な 斜 
面 の 雑木 林 と な り , 本 種 の 食 樹 で ある ヤナ ギ 類 も 自生 し て いる . 山道 沿い に は アザ ミ 類 . ゴマ ナ , ナ 
ギ ナ タコ ウジ ュ , アレ チマ ツ ヨ イ , ARIF, ヒメ ジョ オン , アカ ツメ クサ , リュ ウノ ウ ギ ク な どの 
花 が 咲い て いた . この 場所 で , 午前 9 時 10 分 か ら 午 後 3 時 10 分 まで 本 種 の 行動 を 観察 し , 合計 8 頭 
を 見 た . この うち の 1 頭 は か な り 破 損し て いた が , 残り の 7 頭 は 割合 に 新鮮 で 美しかっ た . この 日 の 
天候 は 快晴 で 温か く , 9 月 中 旬 こ ろ の 陽気 で , 最高 気温 は 22-23*C で あっ た . 本 種 の 姿 が 最初 に 見 ら 
れ た 時 刻 は 午後 0 時 $ 分 で , 最も よく 見 られ た り 活 動 し て いた の は 午後 1 時 ころ で ある . その 後 , F 
後 2 時 ころ まで 見 られ た が , その 後 は 気温 が 下がっ て きた た めか , まっ た く 姿 が み ら れ な く な っ た . 
活動 中 は , 飛翔 し て 樹幹 。 岩上 , 地肌 (赤土 の 上 ) な ど に 丈 を 開い て 止ま っ た り , 止ま っ た と き に 開 
PA 2, 3 回 繰り 返し た り , また 日 光 浴 を し た り し て いた . 飛翔 し た り 止 まっ た りす る 場所 は , 山道 付 
近 の 岩 壁 の 低い と ころ で も 見 る こと が あっ た が , 岩 壁 上 部 の 雑木 林 と の 境界 付近 で 雑木 の 根 や 下 革 が 
垂れ 下がっ て 補 状 に な っ て いる 付近 で 最も よく 見 られ , また , CORBKOZME (Fig. 14) PALA 
の 隙間 な ど に , よく 入っ た り 出 た りす る こと が あっ た . そし て , 午後 2 時 を 過ぎ る ころ か ら , その よ 
うな と ころ へ 入っ た まま で , 姿 が 見 られ な く な っ て し まっ た . この よう な 徐 状 の 空間 部 や 岩 と 岩 の 隙 
間 で 睡眠 し た り , より 寒く な っ て くる と 越冬 し て いる も の と 思わ れる . 


Q) 松代 町 豊栄 皆 神山 (標高 約 620 m) 1996 年 3 月 27 日 , 晴 (薄曇り ) (Figs 4, 12) 


前 述 の 交尾 ペア を 観察 し た 日 に , 落葉 上 や 切り 株 , ある い は 山道 上 な ど に 止ま っ て 日 光 浴 し た り 
(Fig. 12), 占有 行動 を し て 追 飛 , HERES LUTHIRABDS, 日 差し が 弱く な り , 気温 が 下がっ て き 
た 午後 3 時 を 過ぎ る ころ か ら , 山頂 部 付近 か ら 中 腹部 へ と 下り て いっ て 交 が だ ん だ ん と 見 られ な く な 
り , 中 腹部 の 吹き だ まり に な っ て いる 落葉 の 多い と ころ の 落葉 内 は カサ カサ と 入っ た り 出 た り し て い 
る も の が 見 られ ただ. この 地表 面 に 近い 落葉 内 で , 睡眠 し た り , また 越冬 を し て いた も の と 思わ れる . 


(4) 開田 村 高 坪 (標高 約 220 m) 1991 年 7 月 29 日 , 晴 (星川 , 1991) 


山道 沿い の 日 陰 斜 面 上 部 の 雑木 林 床 の 根 や コケ 類 な どか ら な る 地表 が 斜面 に 垂れ 下がっ て 補 状 に な っ 
て いる 付近 へ 一 度目 まっ て か ら , や が て その 空間 部 へ 入っ て 静止 し た . 写真 撮影 の た め 斜 面 を 登っ た 
と ころ , 振動 に 驚い た の か , 本 種 が 飛び 出 て き て 上 空 へ 姿 を 消し た が , この よう な 空間 部 で , 睡眠 し 
た り , BRE, 越冬 する も の と 思わ れる . 


6) 長野 市 飯綱 高原 (標高 約 000 m) 1996 年 8 月 8 日 , 晴 (Fig. 13) 


日 陰 斜 面 の 地表 が 斜面 に 垂れ 下がっ て いる 和 捨 状 の 内 部 (Fig. 13) へ 入ろう と し た 個体 を 観察 し た . à 
ら に 観察 し よう と 接近 し 過ぎ た た め に 驚い た の か , 他 へ 飛び 立っ た が , この よ な 涼 し い 内 部 で 越 夏 し , 
時 々 エネ ルギー 補給 の た め に 吸 密 し た り し , 再び この 内 部 に 戻っ て じっと し て いる よう に 感じ られ た た. 
や が て は この よう な 場所 で 越冬 する も の と 思わ れる . 


以上 の よう に , 成虫 の 越冬 場所 (もち る い は 越 夏場 所 ) や 睡眠 場所 は , 1. 雑木 林 の 地表 面 に 近い 落葉 
A, 2. 物置 な どの 建物 内 , 3. 岩 と 岩 な どの 隙間 , 4 斜面 か ら 垂 れ 下 が っ た 待 状 の 空間 部 , な ど で 
HS. この 1 の 場合 が 最も 湿っ た 場所 で あり , 落葉 内 に 入っ て 越冬 する た め に , 次 も カビ た り 湿 っ て 
色 が 黒ずん だ り 染 み 状 に な っ た り , 著しい 場合 は 腐敗 し て 破損 し た りす る も の と 思わ れる . し か し , 
2,3,4 で は 少な く て も 1 より 湿っ た り 密 閉 状 態 に は な ら な い の で , 贅 が 黒ずん だ り 破 損する こと は 少 
な く , 新鮮 さ が 割 合 に 保持 され る も の と 思わ れる . 越冬 個体 を 長年 に わた り 見 て いる と , か な り 黒 ず 
ん だ り , 斑点 が あっ た り , 破損 し て いる も の か ら , ほとん ど 破 損 や 汚染 が な く , か な り 新 鮮 で 美しい 
も の まで 見 られ る の は , その 個体 の 越冬 場所 の 違い に よる の で ある . 
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5. 産卵 行動 と 卵 塊 お よび 食 樹 

産卵 行動 は 泰阜 村上 栃 城 (標高 約 800m。 エ ノ キ 類 , 1979 年 4 月 15 日 ), SERUREBURL. (標高 約 380 m, 
VIR, 1995 年 4 月 1 日 ) 松代 町 豊栄 (標高 約 1.000m, ヤナ ギ 類 , 1995 年 4 H 29 日 ) な ど で 観 
察し て いる . また , 産 付き され た 卵 塊 や 解 化 直後 か ら 中 齢 まで の 幼虫 を 松代 町 豊栄 (標高 約 1.000 m,、 ヤ 
ナギ 類 , 199$ 年 $ 月 6 日 : バッ コ ヤ ナ ギ , 1995 年 3 月 21 日 ), 生坂 村 雲 根 (標高 約 500 m。 エ ノ キ 類 , 
1994 年 5 月 22 日 )。 開 田村 小野 原 (標高 約 1200m, バッ コ ヤ ナ ギ , ハル ニレ , 199$ 年 6 H 18 日 ) な 
ど で 見 て いる . 卵 は いずれ も 山道 側 や 空間 部 へ 張り 出し た 校 先 、 あ る い は 校 先 部 付近 の 頂 芽 や 芽 , f£ 
部 へ 塊状 に 産 付す る . 産卵 は 半ば 直 を 開い た り , 180-200 度 位 全開 させ て 付近 に 止ま り , 腹部 を まげ 
て 数 十分 間 に わ た り 行 な う . また , 産卵 中 に 山道 を 車 で 通る と 産卵 を 中 止 し て 飛び 立つ こと が あっ た . 
I 卵 塊 の 卵 数 は 上 記 の 松代 町 の 1995 年 4 H 29 ADS 0 CREB IZLE Z 72 5, 200 卵 前 後 あ っ 
た . 枝 に ぐる り と 帯状 に 産 付 され て いた . また , 次 の 植物 が 産卵 木 こ な り , 葉 を 食べ て いる 終 齢 幼虫 
や その 食 痕 , SouNUCBUNEEEELC2. 開田 村 入 江 (標高 約 100m, シダ レ ヤ ナギ , 1971 
年 6 月 11 日 ), 豊野 町 大 倉 (標高 約 200 m, ハル ニレ , カラ コギ ナヤ ギ , オノ エ ヤ ナ ギ , 1983 年 5 月 
28 H) (Figs 15,18), 生坂 村 丸 山 (標高 約 720m,。 バ ッ コ ヤナ ギ , 1986 年 6 月 13 日 )、 松 代 町 豊栄 ( 標 
高 約 1.000 m、 バ ッ コ ヤナ ギ , 1996 年 6 月 25 H). 確認 し た 食 樹 は . エノキ 類 , バッ コ ヤ ナ ギ , シダ 
レ ヤ ナギ , カラ コギ ヤナ ギ , オノ エ ヤ ナ ギ な どの ヤナ ギ 類 ) ハル ニレ で ある . 


6. 幼虫 か ら 映 まで 


卵 塊 状 に 産 付 され た 卵 か ら 骨 化し た 幼虫 は . その 場 の 新芽 GE) を 食べ , 吐 糸 し て 網 を 張っ て 足場 を 
造り 集団 で 生活 する . 葉 を 食べ な が ら 成 長 し て 付近 の 葉 上 な ど で 脱 皮 し , 枝 先 部 か ら 木 の 中 心 部 へ と 
移動 し て 葉 を 食べ つく し て いく < く . また , 降雨 中 で も 摂 食 活動 する の を 1995 ££ 6 月 13 日 に 松代 町 豊栄 
(標高 約 1.000 m) で 観察 し て いる . 幼虫 は 振動 や 音 な ど に 敏感 で これ ら を 感じ る と 一 斉 に 体 の 前 半 
部 を 持ち 上 げ て 左右 に 動い て 反応 する . これ は 天 英 に 対す る 集団 威 蹴 行動 と 思わ れ , 例え ば 人 が 接近 
し て ガサ ガサ させ た り 手 を た た いた りす る と 反応 する こと が ある . し か し , どの よう な 振動 や 音 に 対 
し て 反応 する の か の 詳細 は 不明 で ある . また , 実際 に どの よう な 大 小 の 天敵 に 対し て 効果 が ある の か 
は 明らか で な い . 後 で 述べ る よう に , スズ メ の よう な 大 型 の 天敵 に 対し て は 無用 の よう で ある (BIL, 
1972). 終 和 齢 幼虫 は 枝 か ら 幹 へ と 歩き 伝わっ て 食 樹 を 下り る が , その 後 , 地上 を 移動 し , 付近 に 自生 し 
て いる ヨモギ , ヌル デ , スス キ な どの 葉 裏 , 枯れ た スス キ の 葉 や 茎 , 民家 や 停留 所 な どの 建物 の 軒下 
な ど で 前 映 (Fig. 19) と な っ て 垂下 し , "BIOS 5 (Fig.20) 食 樹 の 根元 か ら 遇 化 場所 まで の 移動 距離 
lz, 例え ば 1983 年 5 月 28 日 の 豊野 町 大 倉 (標高 約 300 m) で の 観察 で は 直線 に し て 最短 約 2 m, 最長 
約 10 m で あっ た (HEI, 1983). 





7. 天敵 
卵 期 の 天敵 は 未確認 で ある が , 幼虫 期 と 顕 期 の 天敵 と し て は 次 の よう な 観察 を し て いる . 


1) 開田 村 入 江 (標高 約 1.000 m), 1972 年 6 月 11 日 GJI, 1972) 

終 齢 近い 40 頭 位 の 幼虫 が 民家 の 屋根 に いた 十 数 頭 の スズ メ に 約 35 分 間 に ほ と ん ど が 捕食 され る の 
を 観察 し た . 

(2) 豊野 町 大 倉 (標高 約 300 m), 1983 年 $ 月 28 日 EI, 1984) 

摂 食 中 ま た は 暴 化 場所 を 求め て 移動 中 の 終 齢 幼虫 45 頭 と 付近 で 垂下 する 前 8 頭 を 採集 し て 飼育 し 
た と ころ , 3958 (73.6%) Oz v UNTO RAE) が 寄生 し て いる の を 確認 し た . 

(3) 生坂 村 丸 山 (標高 約 750 m), 1986 年 6 月 13 日 (&EJI], 1987) 

食 樹 上 を 歩い て 下り る 終 齢 幼虫 5 頭 を 採集 し , 飼育 し た と ころ , 幅 化 後に すべ て が ヤ ド リ バエ の 一 種 
( 未 同定 ) に 寄生 きれ て いる の を 確認 し た . 

(4) 松代 町 豊栄 (標高 約 1.000 m), 1995 年 5 月 27 日 

中 齢 幼虫 が 3 群 (21 頭 , 22 頭 , 16 頭 ) に 分 か れ て 見 られ る 中 に , 枝 先 部 で 幼虫 が クモ 類 の 一 種 RA 
E) に 吐 糸 きれ , 捕食 きれ て いる の を 2 例 観 察し た . 


成虫 発生 後 の 越 夏 お よび 移動 に 関わ る 記録 と 考察 
本 種 は 長野 県 内 の 標高 400-1.200 m で は , 6 月 上 旬 か ら 7 月 中 旬 に か け て 成虫 が 発生 する . そし て , 
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Fig. 15. Okura, Toyono-machi, a habitat of Nymphalis xanthomelas japonica (28. v. 1983). 

Figs 16-21. Life stages of Nymphalis xanthomelas japonica. 16. A cluster of eggs laid on 
Salix bakko Kimura (Toyosaka, Matsushiro, 14. v. 1995). 17. A swarm of early instar 
larvae feeding on leaves of Salix bakko Kimura (Toyosaka, Matsushiro, 21. v. 1995). 
18. Larst instar larvae seen on a twig of Ulmus davidiana Planch. var. japonica Nakai 
(Okura, Toyono-machi, 28. v. 1983). 19. A prepupa hung on a dead stalk of Miscanthus 
sinensis Anderss. (Okura, Toyono-machi, 28. v. 1983). 20. A pupa (Okura, Toyono- 
machi, 5. vi. 1983). 21. A newly emerged adult sucking sap of Quercus acutissima 
Carruth. (Higashiterao, Matsushiro-machi, 13. vi. 1994). 
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Figs 22-27. Adults of Nymphalis xanthomelas japonica in mid-summer. 22-23. Sun bathing 
and territorial behavior on top of high mountain (22. Top of Mt Chogatake, 2,664 m, 
Horigane-mura, 12. viii. 1993; 23. Top of Mt Senjogatake, 3,032 m, Hase-mura, 16. viii. 
1994). 24. Sucking sap of Quercus acutissima Carruth in coppice (Higashiterao, 380 m, 
Matsushiro-machi, 4. viii. 1984). 25. A newly emerged adult absorbing water on wet 
path (Jizotoge, 1,000 m, Matsushiro-machi, 15. vi. 1994). 26. Absorbing behavior on 
concrete of a bridge (Kaida-mura, 1,150 m, Kiso-gun, 23. vii. 1995). 27. Nectaring on 
Erigeron annuus L. (Mitake-mura, 810 m, Kiso-gun, 9. vii. 1995). 
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し ば らく は 発生 地 の 周 辺 部 で 見 られ る も の の , その 後 は あま り 見 られ な く な る . し か し , よく 観察 し 
て いる と, 初夏 か ら 夏 期 に . 1. 発生 地 付 近 と , 2. 発生 地 を 離れ た 高 標高 地 で 姿 を 見 る こと が ある . 
また , 3. 秋 の 9 月 か ら 10 月 に も 発生 地 付近 で 見 られ る こと が ある . この 3 つの 観察 記録 を , 場所 
(標高 m), 年 月 日 、 個体 数 の 順 で まとめ る と 次 の 通り で ある . 


1. 発生 地 付近 で の 記録 


(1) 山ノ内 町 奥志賀 高原 (1,250), 1982 年 7 月 30 H, 1 €. (星川 。 1985) 
(2) 松代 町 清滝 (900), 1982 年 7 月 31 日 , 1 そ ほ か 数 頭 ( 蜂 川 , 1985) 
(3) 松代 町 東寺 尾 (380), 1984 年 8 月 4 日 , 1〒 (Fig. 24) (JI, 1985) 
(4) 日 義村 渡 沢 (1.080), 1985 年 8 月 2 日 , 1 頭 (里川 , 1987) 

発生 地 に お ける 畑 沿 い の 雑 木 林 で , 飛来 し た 1 頭 が 樹幹 に 開 次 し て 止ま る の を 観察 し た . 
(5) 開田 村 高 坪 (1220) 1991 年 7 月 29 日 , 1 頭 (星川 、 1991) 

(6) 開田 村西 野地 区 (1,120), 1992 年 8 月 8 日 , 1 頭 ( 蜂 川 ・ 小 林 , 1993) 
(7) 開田 村 藤 屋 洞 (1.100), 1992 年 8 月 14 H, 1 頭 (星川 ・ 小 林 , 1993) 
(8) 須坂 市 大 谷町 (420), 1993 年 8 月 2 日 , 1 頭 III, 1993) 

(9) 松代 町 赤 柴 (600), 1994 年 7 月 10 H, 1 頭 

日 陰山 道 の コ ンク リー ト 上 で 吸 汁 し て いた . 接近 し て も すぐ に は 飛び 立た な か っ た . また , 飛び 立っ 
た と き の 行 動 も 緩やか で あっ た . 

(10) 開田 村 小野 原 (1,200), 1995 年 7 月 23 H, 3% CII, 投稿 中 ) 

湿っ た コン クリ ー ト の 上 で 吸 汁 し て いる の を 観察 し た . 

(1) BEER (1,150), 1995 年 7 月 23 日 , 2 頭 EI, 投稿 中 ) (Fig. 26) 
湿っ た コン クリ ー ト の 上 で 吸汗 し て いる の を 観察 し た . 

2) 奈川 村 林道 大 寄合 線 (1,200), 1995 年 8 月 12 H, 2 頭 

日 陰 の 山道 沿い で ゆっ くり 飛翔 し て いる の を 観察 し た . 

(13) 松本 市 島内 (580) 1996 年 6 月 30 H, 2 頭 (jil, 19965) 

(14) 松代 町 豊栄 (1.000), 1996 年 7 月 31 日, 258 

朝方 の 午前 9 時 30 分 に 湿地 で 吸水 し て いた . 

(15) 長野 市 飯綱 高原 (1,000), 19906 年 8 H 8 H, 1 頭 


2. 高 標高 地 で の 記録 


(1) 宮田 村 伊勢 滝 (1.400)- オ ッ 越 (1900), 1980 年 7 月 5 日 , 2 頭 

標高 500-600 m の 泰阜 村 で の 発生 が 6 月 中 旬 こ ろ , 標高 が 1.000 m の 松代 町 豊栄 で 6 月 下旬 か ら , E 
た 標高 が 1,100-1,200 m の 開田 村 で 7 月 上 中 旬 で ある こと こと な どか ら 考 える と , 宮田 村 の 1,400-1,900 m 
の 標高 地 で 当年 の 発生 個体 が み ら れ る と いう こと は , この 場所 で 発生 し た 個体 で は な く , も っ と 低 標 
高地 で 発生 し た も の が 移動 し て きた も の で ある こと は 間違い な いと 思わ れる . 

(2) 上 村 し ら び そる 高原 (1,800), 1981 年 6 月 21 日 , 1 の 1 ほか 

新鮮 な 発生 個体 が この 標高 地 で 見 られ る と いう こと は , (1) の 宮田 村 で の 場合 と 同じ よう に , この 場 
所 で 発生 し た も の で は な く , 低 標 高地 か ら の 移動 個体 と 思わ れる . 

(3) 須坂 市 破風 高原 (1,680), 1983 年 8 月 21 H, 5% (星川 , 19832) 

(4) 須坂 市 破風 高原 (1,620), 1983 年 9 月 18 日, 1 頭 (Jil, 19832) 

(5) 真田 町 根子 績 (1,800), 1992 年 7 月 19 日 , 1 頭 III + k, 1993) 

(6) 堀金 村 蝶 ヶ 岳 ヒュ ッ テ 下 お 花畑 (2,560), 1993 年 8 月 12 H, 1 頭 (EEJI, 1993) 

(7) 堀金 村 蝶 ヶ 岳 山頂 岩場 (2,664), 1993 年 8 月 12 日, 19H (ZJ, 1993) (Fig. 22) 

(8) HENI > i aea E CORIR (2,640), 1993 年 8 月 I3 日 , 1 頭 (F/I, 1993) 

(9) 長谷 村 仙 丈 ヶ 岳山 頂 岩 場 (3.032), 1994 年 8 月 16 H, 3 頭 ( 蜂 川 ・ 折 竹 , 投稿 中 ) (Fig. 23) 
山頂 部 の 岩場 で 日 光 浴 を し た り , 占有 行動 を し て いた . 

(10) ARM > E (3.032)- 北 沢 幅 (2,033), 1994 年 8 月 16 H, 3 頭 ( 蜂 川 ・ 折 竹 , 投稿 中 ) 

入線 な ど で 3 頭 を 観察 し た . 

(11) 真田 町 鳥 帽 子 岳 (1,530-2,060), 1996 年 7 月 13 H, 2 頭 

新鮮 な 個体 を 1.530 m と 山頂 の 2,060 m で 各 1 頭 ず つ 観 察し た . 上 記 (①), (②), (5) と 同じ よう に , も っ 
と 低 標 高地 で 発生 し た も の が 移動 し て きた と 思わ れる . 
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(12) =U ORE (2,600 m), 1996 年 7 月 28 H, 2 頭 

高山 帯 に は 低木 の ヤナ ギ 類 ( 未 同定 ) が か な りあ り , 完全 に 開 葉 し , 花穂 が 残っ て いた . 本 種 の 幼虫 
や 上 下 を か な り 集 中 的 に 調査 し た が , 食 泡 らし いも の で さえ まっ た く 見 つけ られ な か っ た . この 成虫 は , 
上 記 (00, ②), (5) と 同じ よう に , も っ と 低 標 高地 で 発生 し た も の が 移動 し て きた も の と 思わ れる . 


3. 秋 か ら 晩 秋 の 発生 地 付近 で の 記録 


(1) 日 義村 砂 ヶ 瀬 (1,150), 1993 年 10 月 10 日 , 8 頭 (Fig. 14) 
4. 成虫 の 越冬 場所 (2) で 述べ た 通り . 

(2) 檜 川 村 峠 山 委 線 (1,200), 1994 年 9 月 11 日 , 1 頭 

雑木 林 沿 い の 山 道上 で 日 光 浴 を し て いた . 


4. 発生 地 に 留まる も の と 高 標高 地 へ 移動 する も の が ある 


以上 の うち , 1. 発生 地 付近 で の 記録 (Figs 24, 26) は , その 場所 付近 で 発生 し , 越 夏場 所 に し た り , 
越冬 場所 に も する と 思わ れる 個体 の 観察 記録 で ある . また , 2. 高 標高 地 で の 記録 (Figs 22,23) は , Z 
の 時 期 と 標高 か ら 考 えて , この 場所 で の 発生 個体 と は 考え られ な か っ た り , 明らか に 低 標 高地 か ら 移 
動 し て 上 が っ て きた 個体 の 記録 で . この 高 標高 地 へ の 移動 は 越 夏 の た めで ある . さら に , 3. 秋 か ら 晩 
秋 の 発生 地 付近 で の 記録 は , 発生 後に その 場所 に 留まっ た 個体 か 、 る い は 高 標高 地 へ 移動 後に 再び 
戻っ て きた と 思わ れる 個体 の 記録 で 。 この 場所 を 越冬 場所 に する た めで ある . 


この よう に , 発生 後 の 個体 は , 発生 後 か ら 発生 地 付近 に 留まる も の と , SED CIRCO 
する も の が いる こと は 事実 で ある . と ころ が , 秋 に な る と , 発生 地 や 付近 で 越 夏 し た 個体 は , 発生 地 
付近 の 越冬 に 適し た 場所 の , 1. 日 当り の よい 南東 斜面 , 2. 落葉 の 豊富 な 雑木 林 , 3. 崖 地上 部 の 裕 
状 の 空間 部 や 岩 と 岩 の 隙間 , 4. 建物 内 な ど に 集まっ て くる も の と 思わ れる . 秋 の 記録 が 少な い の は , 
その よう な 越冬 に 適し た 場所 に 集まる た め に 観察 の 機会 が 少な い の だ と 思わ れる . また , 高 標高 地 へ 
移動 し て 越 夏 し た 個体 は , 秋 に な っ て だ ん だ ん と 涼し く な り , さら に 楽 く な っ て くる と , 今度 は 温か 
い 場 所 を 求め て 高 標高 地 か ら 徐 々 に 下り て くる も の と 思わ れる . それ は , 前 述 し た よう に 1996 年 3 
月 27 日 に 松代 町 皆 神 山 の 山 頂部 で 越冬 個体 を 観察 し て いた と き , 午後 3 時 を 過ぎ る と , 次 々 と 山頂 
部 か ら 中 腹部 へ と 下り て いく の が 見 られ た . これ は , 成虫 が 気温 に 敏感 で , 気温 が 下がっ て きた こと 
と , 山頂 部 ほど 風 が あっ て 体感 温度 が 低く な っ て きた こと を 感じ 取っ た た め に , 少し で も 温か い 雑 木 
林内 の 中 腹部 へ と 下り て いっ た も の と 思わ れる . これ と 同じ よう に だ, 高 標高 地 で の 越 夏 個体 は 秋 に な 
る と , より 温か い 場 所 を 求め て 徐々 に 低 標 高地 へ 移動 し て 下り て くる も の と 思わ れる . そし て , 9H 
中 旬 過 ぎ か ら 10 月 上 旬 に は 発生 地 付近 に 達し その よう な 場所 で 10 月 中 下旬 に な る と 越冬 状態 に 
な っ て 姿 が み ら れ な く な り , BRL, 翌 春の 2 月 か ら 3 月 に な る と 越冬 か ら 醒め る も の と 考え られ る . 


な ぜ 発 生地 付近 に 留まる も の と , 高 標高 地 へ 移動 する も の が いる の か と いう こと は 不明 だ が , 高 標高 
地 へ 移動 する の は 前 述 の よう に 著 き を 人 避け て の た め と 思わ れる . また , 高 標高 地 へ の 移動 は 1993 年 
の よう な 冷夏 の 年 で も 同じ で あっ た こと か ら , 成虫 は 避暑 の 習性 と と も に , より 高い と ころ へ と 移動 
する 習性 が 強い 種 な の か も 知れ な い (EMI, 1993). 発生 地 付近 に 留まる の は , 1. 発生 地 が 高 標高 地 
へ 移動 し に くい よう な 地理 的 ある い は 環境 的 な 位置 に あっ た り , 2. 移動 し な いう ち に 盛夏 に な っ て 
し まっ た り , ある い は , 3. 発生 し た ら す ぐに 甘く な っ て し まっ た た だ ため に , 暑 さ で 不 活発 に な り 移 動 
で きず に 留まる も の と 思わ れる . 


高 標高 地 へ 移動 し た 個体 は , 時 期 は 夏 で ある が , その 場所 が 涼し い ぃ ので 活動 し や すく , 日光浴 や 占有 
行動 , 吸 窒 活動 な ど を し て いる の が 観察 され る . し か し , 発生 地 の 標 高 が 400-1,200 m 位 の 場所 付近 
に 留まる 個体 は , その 場所 が 夏 で 暑い の で , 活発 な 活動 は で きず に , で きる だ け 涼 し い 場 所 を 選ん で , 
雑木 林 ・ 崖 地上 部 の 裕 状 の 空間 部 内 ・ 岩 と 岩 の 隙 間 な ど に 静止 し て いる こと が 多く , 時 々 は 付近 の 湿地 
で 吸水 し た り , MEHL, また 樹液 や コン クリ ー ト で 吸 汁 な ど し て エネ ルギー 補給 や 無機 塩類 の 補 
給 を し て いる も の と 思わ れる . いずれ も 完全 な 夏 眠 (休眠 ) と いう こと で は な く , 越 夏 と いう 言葉 の 
方 が 妥当 で , 暑い 夏 を 乗り 越え る た め に , 暑く な ら な いう ち に 高 標 高地 へ 移動 し た り , また , 標高 
400-1.200 m 位 の 発生 地 付近 に 留まっ た も の は , 暑く て 活発 な 活動 が で きず , で きる だ け 体 力 を 消耗 
させ な いよ うに じっと 休ん で いて , 時 々 エネ ルギー や 無機 塩類 の 補給 を する た め に , その 付近 で 姿 が 
み ら れ る こと が ある も の と 考え られ る . 
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お わり に 


今後 も 調査 を 継続 し て いく 予定 で ある が , マー キン グ 調 査 の 必要 性 を 強く 感じ る . 本 種 の 行動 に 興味 
が ある 同好 者 や 研究 者 へ も 調査 を 呼び か ける 次 第 で ある . また , 各地 で の 調査 結果 を 本 誌 等 に 発表 し 
あっ て , 情報 交換 し な が ら 一 歩 で も 本 種 の 行動 解明 へ と 進む こと が 期待 され る . 


a ET 


本 文 を 発表 する に 当たり , 日 頃 か ら ご 懇切 な ご 指導 を らい た だ いて いる 九州 大 学名 准 教 授 白 水 隆博 士 に 
深謝 申し 上 げ る . また , 植物 の 同定 で お 世話 に な っ て いる 松本 市 の 植物 研究 家 松 田 行 雄 先 生 , 日 頃 か 
ら 調査 地 へ の 同行 や 文献 等 を 送っ て いた だ く な ど で お 世話 に な っ て いる 吉田 利男 博士 , 宮田 渡 博 士 , 
本 田 計 一 博士 , 小林 比佐 雄 博士 、 広 畑 政 巳 氏 , 溝上 誠司 氏 , 氷室 依 氏 , 小林 望 光 氏 , HER, 山崎 
裕 氏 , 佐藤 正義 氏 , 小 伊藤 光司 氏 . 大 野 正男 氏 , 西山 隆 氏 , 高橋 真弓 氏 , 原 聖樹 氏 . 大 島 良 美 氏 , RE 
IKER, PORTO, 松井 安 俊 氏 , 松井 英子 氏 , 福田 晴夫 氏 , 岩田 靖 氏 , 渡辺 康之 氏 , 降矢 剛 寛 氏 , 高 
橋 英 樹 氏 . 加藤 義 臣 博士 , 塚越 章雄 氏 , ( 故 ) WEIR, ( 故 ) 藤澤 正平 氏 . 60 田淵 行 男 氏 ( 順 不 
EN に 厚く お 礼 を 申し 上 げ る . さら に 本 文 の 発表 に 際 し , 多大 な る ご 協力 を いた だ いな た な 本誌 編集 部 の 
吉本 浩 氏 に 感謝 申し 上 げ る . 
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Summary 


Adult behavior, life cycle and natural enemies of Nymphalis xanthomelas japonica (Stichel) have 
been observed for these 26 years mainly in Nagano Prefecture. The hibernated adults winged from 
February to May in low to middle altitude areas. Ovipositions were found in the end of March to 
the end of April in low to middle elevated mountains. The aduls emerged from the beginning of 
June to the middle of July, and they were observed till the beginning of October in low to high 
mountainous zone, and from the end of June to the end of Septermber between altitudes 1,500 m and 
2,000 m, from the end of July to the middle of August between altitudes 2,500 m and 3,032 m. The 
hibernated adults nectared many kinds of flowers, and the newly emerged ones often sucked sap and 
showed sucking behavior on concrete. Absorption of water was observed both in the hibernated 
and newly emerged adults. A sun bathing was often seen in the hibernated adults, but was also 
Observed in the newly emerged adults in high mountains. The territorial behavior was mainly seen 
in the top or ridge of mountain, and the males seem to wait for the females in such areas. One 
example of copulation was found in the top of Mt Minakami-yama, 620 m, on March 27, 1996. A 
copulating pair rested on the side of a stamp at PM3: 45 at about 30 cm above ground. When 
disturbed, the couple dropped to the ground and showed the death mimicry. The flight manner in 
copula was confirmed as “~— +” in this couple. 


The hibernating places are considered the inside of fallen leaves of coppice, buildings, spaces between 
rocks or the space under ground seen in the exposed slopes along the side of a mountain path. In 
the hibernated adults in the wet place such as the inside of fallen leaves the wings were often stained 
with black. Ovipositions were seen in April. The mother butterfly laid eggs on the twig of host 
plant in cluster like a band, and in a large cluster about 200 eggs were counted. The cofirmed host 
plants were Celtis sinensis Pers. var. japonica Nakai, Ulmus davidiana Planch. var japonica Nakai 
(Ulmaceae), and Salix bakko Kimura, S. babylonica L. and S. sachalinensis Fr. Schm. (Salicaceae). 


The hatched larvae feed on new buds (leaves), then spin net for scaffold and live in a group. The 
larvae are sensitive to shake and sound, and when stimulated, they lift and shake the frontal part of 
body simultaneously. This response seems a group threatening behavior. The full mature larvae 
leave host plant for pupation. The distance from host plant to the pupation sites measured 2 m in 
the shortest case and 21 m in the longest one. The larvae were observed to be attacked by ten or 
more sparrows and two larvae were bitten by spiders. A parasitic fly is also a natural enemy, and 
in one case 39 out of 53 pupae were parasited. 


Adults emerge from the beginning of June to the middle of July in Nagano Prefecture and most of 
them disappear around their habitat after a short period. Scarce individuals in summer were 
Observed (1) around habitats, or (2) on high mountains far from the habitats. The former seems 
aestivating residents and the latter seems migrants from the low-altitude habitats. The residents are 
rather inactive and slow fliers, while the migrants are active showing territorial behavior on the ridge 
or top of mountains. In autumn, some individuals were seen around habitats and they seem to 
include the migrants returning from the high mountains. The reason why two contrary types 
(inactive residents and active migrants) are produced is uncertain. 
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